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あなたと町を結ぶ広報

2016 OCTOBER

平成28年10月  No.609
毎月1回1日発行

今月の表紙 

実りの秋 色づき始めた酒田の田んぼ（９月９日）

2
3
8
14
15
18
19
20
31
36

町長からのメッセージ
町長から行政報告をしました
みんなでともに乗り越えよう
家屋等の解体受付について
保健だより
みんなの図書館・福島県ソフトボール大会応援
まちの話題
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信 
連絡先一覧
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平成28年９月　浪江町議会定例会で
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東京電力の提示金額に納得できない方など、どなたでも当センターをご利用頂けます。
現在の申立て以外の損害についても、申立て可能です。また、裁判よりも手続が簡便かつ
無料※1で、ご本人様お一人でも申立てができます。証拠書類がない場合でも申立て可能で
あり、仲介手続きの中で、センターの調査官が不明な点を丁寧にお伺いします。
手続きが終了している18,223件のうち、８割強である15,129件※2が和解成立に至ってい

ます。 ※１ 送料等の実費は発生します。　※２ 平成28年８月末現在の件数です。

　　　　　　　　平成12年から転勤により関東地方の社宅に居住し、原発事故時も同所
に居住していた申立人らについて、社宅が狭いため、家族５人分の家財を置くことができ
ず、箪笥等の多くの家財を避難指示解除準備区域（浪江町）の実家に置いていたことなどの
事情を認定し、150万円の家財賠償が認められた事例（和解事例1038）。
※和解事例は、あくまで申立人の個別事情に基づいて和解した例であり、一般的に適用される基準ではありません。

原子力損害賠償紛争解決センター　無料電話　0120（377）155
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＊掲載ご希望の企業・店舗の方は、ご連絡ください＊

復興推進課情報統計係
0243（62）4731
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イノシシ捕獲の大敵　～スレ個体～

浪江町有害鳥獣捕獲隊の協力のもと町内のイノシシ駆除を行っていますが、「ス
レ個体」の増加が捕獲を難しくしています。「スレ個体」とは、仲間がワナにかか
るのを見て学習した警戒心の強いイノシシのことです。エサの匂いにつられ箱ワナ
の入口までは来ても、そこで何時間でも逡巡し、結局はエサを諦めて帰って行く姿
がカメラにも映っています。このような「スレ個体」対策として、ワナを作動させ
ずにエサで誘う期間を長くとり、安心した頃にワナを作動させる方法も試行中です
が、かえって必要以上に多くのイノシシを誘引してしまうという懸念もあります。
見方を変えると、イノシシはおおむね臆病な
動物だと言えます。死角の多い場所に近付く時
には、手を叩いて音を出したり、車から降りる
前にクラクションを鳴らすなどして、こちらの
存在を知らせることで、イノシシとの不意の遭
遇を避けることができます。
なお、町内に熊が生息しているかどうかは調
査中ですが、山林に入るときや、藪等のある場
所で活動する際には十分ご注意ください。
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みんなでともに
乗り越えよう
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　健康保険課健康係　　0243（62）0168
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被災家屋等の解体受付に関する申込み・相談窓口

　
 

　 

国による被災した家屋等の解体の受付を行っています。受付を開始してから、これまでに約

1,500件の解体の申込みがあり、そのうち約500件が解体を終了、現在317件の解体工事が着

工予定となっています。解体の受付をしてから工事までの期間は、発注の状況により短い場合

がありますので、必要なものの持ち出しや、東京電力㈱への賠償請求などは、可能な限り早め

に行うようお願いします。

解体の受付申請の終了時期は未定ですが、建物の被災調査や申請書類の準備等に時間がかか

る場合がありますので、解体を希望される方は、お早めに受付センター（※１、※３）、または相

談窓口（※２）までご相談ください。

また、解体申請の受付場所が追加になりました。浪江町役場二本松事務所隣の解体申請受付

センター事務所に加え、このたび、南相馬市原町区の事務所でも浪江町の被災した建物の解体

の申請を受付できるようになりました。場所の詳細は次のとおりです。

株式会社高島テクノロジーセンター
（※1）　　家屋の解体申請受付センター

　 　 0120（603）016
受付時間：８時30分～16時30分
　　　　　　　（土日・祝日を除く）

（※2）　　除染および災害廃棄物等に関する
　　相談窓口　　　　　　　　　　　

　 　 0120（505）043
受付時間：９時～17時

　　　　　　　（土日・祝日を除く）

環境省被災建物解体受付センター
環境省受託業者

株式会社高島テクノロジーセンター

（※3）

　 　 0120（664）123
福島県南相馬市原町区錦町1丁目132-1
レスディビル２階東　 　　　　　　　
受付時間：９時～17時　　　　　　　

　　　　　　　（土日・祝日・年末年始を除く）
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皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　復興推進課情報統計係
0243（62）4731　　

９月１日、役場本庁舎駐車場にて特例宿泊の開始にあわせたパ

トロール強化出動式が行われました。警察・消防のほか、町の防

犯見守り隊や防犯委託業者、交通安全協会、復興除染等関連事業

者の皆さんが参加しました。

町内の防犯・防火、事故防止に、一時帰宅する町民の皆さんも

ご協力をよろしくお願いします。

９月１日から特例宿泊が始まり、町内の一部で５年半ぶり

に宿泊が可能となりました。津波で家をなくした方、自宅の

修繕ができていないなどの理由で泊まる場所がない方や、今

回特例宿泊の対象になっていない帰還困難区域に自宅がある

方のために、町が「ホテルなみえ」を借り上げて一時宿泊所

として提供します。オープニングセレモニーでは馬場町長ら

がテープカットを行いました。

宿泊は、特例宿泊期間のみ（特例宿泊の後の準備宿泊でも

利用可能）となりますが、大浴場は期間以外でも利用可能で

すので、ぜひご利用ください。

●宿泊料：2,000円（食事なし、入浴料込み）

●大浴場のみ利用の場合：

　　　　　200円（貸しバスタオルは別途料金）

※宿泊および大浴場を利用できる方は、原則として町民の方

のみです。

浪江小・中学校の外国語指導助手（ALT）として、平成25年

２学期より３年間、英語を教えてくださったジェシカ　ハラ

ムズ先生が退任されました。長い間ありがとうございました。

２学期から、浪江小・

中学校の外国語指導助手

（ALT）に着任されたエイ

ミー　ビビアン・ニール

さんを紹介します。
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江町応急仮設診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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９月１日より、浪江町役場本庁舎内に「放射線

相談窓口」を開設しました。町民の皆さまからの

放射線に関するご相談をお受けしています。

▽相談受付日時
　月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）

　８時30分から17時15分
▽開設場所・連絡先

　浪江町役場本庁舎１階　帰町準備室内

　　0240（34）0222

　（浪江町大字幾世橋字六反田7－2）

▽受付相談内容
　放射線に関すること
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町民の皆さんからお寄せいただいた情報を掲載します

８月13日、郡山にて平成２年度卒浪江中学校同窓会ならびに
男性の厄落としの行事を無事開催する事が出来ましたのでこの場
を借りてご報告します。
震災後はじめての同窓会にもかかわらず、恩師８名、同窓生
87名と今までの同窓会に無い数多くのご参加、これもひとえに
皆さまの浪江を思う強い絆の表れだと思います。
また、お忙しい中、会の立ち上げ当初から積極的にご参画いた
だきました鈴木くん、森川くん、佐々木さん、大竹さんはじめ、
司会進行の大役をかってくれました石田さん、亡くなられた同窓
生のお墓参りに浪江町まで同行してくれました畑山くん、新妻く
ん、その他、多くの同窓生のサポートが無ければ、今回この様に
盛大な同窓会を開く事が出来ませんでした。そして何よりも、
代々行われている厄落としの行事を私たちの代で途絶えることな
く、次の代へ繋げる事が出来たのも皆さまのおかげであります。
最後に、少々早いですが次回は４年後の2020年東京オリン
ピックの年に行う予定です。
今回参加いただいた恩師や同窓生はもちろん、残念ながら参加
出来なかった同窓生の方々のご参加お待ちしております。
４年後、浪江町が復興し同窓会会場が浪江町になる事を祈りつ
つ、お礼の挨拶に代えさせていただきます。

皆さま、本当にありがとうございました。
次回また会いましょう！

　平成２年度卒 浪江中学校同窓会実行委員会　今　重吉
　　　　　　　　　　　　　　　　　090（9323）0935

「平成２年度卒 浪江中学校同窓会」
　　　　　　　　　　　を開催しました
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復興推進課 情報統計係 　　0243（62）4731　　0243（22）4218

なみえタブレット

　平成２７年１月～９月の間に配布したタブレッ
トに、電波に関する不具合が見つかりました。
　対象のタブレットをご利用の方は、新しいタ
ブレットへ交換いたします。手続きのご説明は、
11月上旬にお送りする「利用に関するアンケー
ト」（下記参照）に同封します。
　町からの今後のお知らせにご注意ください。

　皆さんがお使いのタブレットは、平成 29年 3月以降ご利用頂けるかどうか未定
ですが、「来年度以降もぜひ使いたい！」という多くの声を頂いています。
　つきましては、近日中に「タブレット利用に関するアンケート」をお送りします。
必ずご返信くださいますようお願いします。

タブレット裏面の問合せ番号が
00001～09999の方へ

タブレットご利用中のすべての方へ
利用に関するアンケート調査を行います

アンケート送付時期　11月上旬～

通 信

操作方法に関するお問い合わせは、浪江町タブレットサポートセンターへ
☎ 080（0919）3287 受付時間 9時～17時15分（平日のみ） ※通話料無料

端末を交換します

浪江町タブレットサポートセンター

電話番号　0800-919-3287

問合せ番号　00001
電

背面の問合せ番号を
ご確認ください。

（メーカーによるリコール）
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放火放火

たばこたばこ

こんろこんろ

消防署からのお知らせ

火事と救急は119番
浪江消防署　 0240（34）7360
富岡消防署　 0240（25）2119

平成27年中の全国の火災状況

消防職員の「想い」「情熱」を伝えたい。双葉郡を守るため、
消防防災をテーマにした新しい発想を、若き隊員たちが提案
します。

第15回双葉地方広域消防職員
意見発表会が開催されます。

▽日　時　１１月９日（水）１３時３０分～１５時

▽場　所　葛尾村村民会館大ホール

▽発表者　消防職員５名

▽主　催　双葉地方広域市町村圏組合消防本部

▽協　賛　福島県消防協会双葉支部

▽その他　入場は無料です

双葉地方広域市町村圏組合消防本部  総務課
0240（25）8523

平成 28年度全国統一防火標語

「消しましょう  その火  その時  その場所で」

出火原因 第１位

① 総出火件数は39,111件です。

② 火災による死者は1,563人、負傷者数は6,309人です。

③ ②の中で住宅火災による死者数が914人です。

④ ③の住宅火災による死者の約7割が高齢者です。

①家のまわりに可燃物を放置しない。
②自動車やオートバイのカバーは防炎品にする。
③センサーライトなどを設置し家の周囲を明るくする。
④ご近所との協力体制が重要です。

これから空気が乾燥し、火災の発生しやすい季節となり
ます。下記に主な出火原因と対策を記載しますので火災
予防にご協力ください。

対 

策

出火原因 第２位
①ポイ捨てをしない。
②寝たばこをしない。
③定期的に灰皿内の吸い殻を片付ける。
④吸い殻を捨てる際は、一度水に浸してから捨てる。

対 

策

出火原因 第３位
①調理中はその場を離れない。
②こんろの周囲に可燃物を置かない。
③着衣着火を防ぐため、防炎品のエプロンを使用する。
④こんろの周囲、グリル内は定期的に清掃する。

対 

策
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　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、

そして福島第一原子力発電所の事故により、福島

県内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難

生活、先の見えない不安の中で、町民の皆さんが

どのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱

いているのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江の

こころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働の
まちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第64号 ●

「浪江のこころ通信／第64号」への
感想をお寄せください。

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　　　 FAX.0243（22）4218
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震災後に結婚した梓さんと、息子の彪雅君と３人、
いわき市内の新しいお家での暮らしが始まっています。
明るい陽射しが差す家の中を、３歳になる彪雅君が
活発に走り回っていました。

田村　善孝さん（井手）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山・松田
取材日：８月11日

いわきには、大勢の仲間がいて心強いです

◆
3
・
11
東
日
本
大
震
災
、
翌
日
の

福
島
第
一
原
発
事
故
。
あ
の
日
、

あ
の
時
、
ど
う
さ
れ
て
い
ま
し
た

か高
校
の
卒
業
式
は
終
わ
っ
て
い
て
、

「
寿
し
松
」
で
バ
イ
ト
を
し
て
い
た

の
で
、
震
災
の
当
日
も
午
前
中
か
ら

午
後
２
時
ま
で
仕
事
を
し
て
、
浪
江

中
学
校
の
近
く
の
友
人
宅
に
寄
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
父
の
車
を

借
り
て
出
か
け
て
い
た
の
で
、
一
緒

に
い
た
同
じ
野
球
部
の
友
人
た
ち
を

乗
せ
て
、
地
震
で
隆
起
し
た
り
亀
裂

が
走
っ
た
り
し
て
い
る
道
を
苅
野
や

川
添
ま
で
送
り
届
け
な
が
ら
、
家
に

帰
り
ま
し
た
。

家
の
蔵
は
崩
れ
、
平
屋
の
家
の
中

は
落
ち
て
き
た
も
の
な
ど
で
足
の
踏

み
場
も
な
い
ほ
ど
散
乱
し
て
い
ま
し

た
。
夕
方
に
父
と
連
絡
が
取
れ
る
ま

で
、
祖
父
と
二
人
き
り
で
し
た
。
そ

の
晩
は
停
電
・
断
水
し
て
い
る
状
況

で
、
居
間
を
片
付
け
て
雑
魚
寝
を
し

ま
し
た
。

眠
れ
ず
に
早
起
き
し
て
犬
の
散
歩

を
し
て
い
る
と
、
５
時
く
ら
い
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
防
災
無
線
で
原

発
事
故
に
伴
う
避
難
の
呼
び
か
け
が

あ
り
、
津
島
へ
向
い
ま
し
た
。
避
難

所
は
既
に
い
っ
ぱ
い
で
、
川
俣
町
ま

で
移
動
し
ま
し
た
。
リ
オ
ン
ド
ー
ル

で
食
料
な
ど
を
買
い
求
め
、
再
び
津

島
へ
戻
り
ま
し
た
。

ま
も
な
く
３
号
機
の
爆
発
が
起
き

た
の
で
、
福
島
市
松
川
町
に
住
む
父

の
友
人
宅
へ
身
を
寄
せ
た
後
、
神
奈

川
県
相
模
原
市
の
親
戚
の
家
へ
避
難

し
、
父
と
祖
父
は
１
年
ほ
ど
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
人
は

二
本
松
市
安
達
運
動
場
の
仮
設
住
宅

に
住
ん
で
い
ま
す
。

◆
田
村
さ
ん
の
そ
の
後
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い

僕
は
、
震
災
前
に
就
職
先
の
内
定

を
受
け
て
い
た
の
で
、
３
月
末
に
は

新
潟
県
で
入
社
手
続
き
を
し
て
、
そ

の
ま
ま
着
任
し
３
年
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
私
生
活
で
は
、
当
時
付
き

合
っ
て
い
た
妻
と
結
婚
し
、
息
子
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
潟
か
ら
福
島
に
転
勤

と
な
り
、
い
わ
き
市
内
郷
に
移
り
ま

し
た
が
、
今
年
春
に
こ
の
家
が
完
成

し
、転
居
し
ま
し
た
。
会
社
ま
で
は
約

２
時
間
弱
か
か
り
ま
す
が
、
通
っ
て

い
ま
す
。

勤
務
先
や
協
力
会
社
、
ま
た
い
わ

き
市
内
に
も
、
高
校
野
球
部
の
仲
間

や
先
輩
、
後
輩
が
結
構
い
る
の
で
、

よ
く
会
い
ま
す
。
特
に
、
近
所
に
住

む
親
し
い
友
人
た
ち
や
浪
江
の
友
人

と
は
、
月
２
〜
３
回
は
「
宅
飲
み

（
自
宅
で
の
飲
み
会
）
」
を
す
る
こ

と
が
多
い
で
す
ね
。
妻
も
、
み
ん
な

が
来
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。

浪
江
町
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
に
は
、
お
そ
ら
く
10

年
以
上
か
か
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
町

に
戻
る
こ
と
は
、
今
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
３
歳
に
な
る
息
子
も
、
こ
の

い
わ
き
市
の
家
で
成
長
す
る
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

福島県

あずさ ひゅうが

▲お父さんが大好きなのですね。親子で素敵な笑顔
を見せてくださいました。
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町田市に避難し、被災当事者団体『サロンＦＭＩ
会』を立ち上げた木幡四郎さんに、今の暮らしと今後
への思いをお聞きしました。

木幡　四郎さん（権現堂）
取材者：ＮＰＯ法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ　鍋嶋
取材日：８月10日

復興に向かって気持ちを一つにしたい

◆
「
こ
う
し
よ

う
か
！
」
と

言
い
出
す

震
災
直
後
は

『
い
こ
い
の

村
』
に
避
難
、

そ
の
後
、
津
島

の
避
難
所
に
近

所
の
人
た
ち
と

一
緒
に
移
動
し

ま
し
た
。
津
島

に
は
二
晩
い
ま

し
た
。
原
発
事

故
の
こ
と
な
ど

頭
に
は
な
く
、

で
き
る
だ
け
避

難
所
生
活
の
負

担
を
和
ら
げ
よ

う
と
、
仮
設
ト

イ
レ
を
作
っ
た

り
、
班
制
度
を
設
け
た
り
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
は
、
待
っ
て
い
る
だ
け
で

は
駄
目
だ
と
思
い
ま
す
。「
こ
う
し
よ

う
か
！
」
と
言
い
出
す
こ
と
が
大
事

で
す
。
警
察
の
指
示
を
受
け
津
島
の

避
難
所
を
出
た
後
、
東
京
に
住
む
子

ど
も
た
ち
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
栃

木
、
八
王
子
、
府
中
を
経
て
町
田
に

避
難
し
て
き
ま
し
た
。

◆
会
の
立
ち
上
げ

同
じ
よ
う
に
町
田
に
避
難
し
、
慣

れ
な
い
東
京
で
の
暮
ら
し
に
苦
労
し

て
い
る
人
た
ち
と
行
き
会
う
中
で
、

『
サ
ロ
ン
Ｆ
Ｍ
Ｉ
会
』
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
Ｆ
は
福
島
、
Ｍ
は
宮
城
、

Ｉ
は
岩
手
、
被
災
し
た
東
北
３
県
か

ら
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
が
助
け
合

い
、
交
流
で
き
た
ら
良
い
と
考
え
て

の
団
体
名
で
す
。
昨
年
ま
で
は
、
東

京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
支
援

を
受
け
て
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
自
立
し
、
活
動
を
継
続

し
て
い
ま
す
。
会
を
立
ち
上
げ
た
当

初
は
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
も
ま
ま
な
ら

ず
大
変
で
し
た
が
、「
み
ん
な
の
た
め

に
」
と
今
日
ま
で
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
。
浪
江
町
の
国
会
意
見
書
提
出
に

も
参
加
し
ま
し
た
。
1
0
0
人
を
超

え
る
町
民
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
が
、

福
島
県
の
関
わ
り
が
な
か
っ
た
の
が

残
念
で
す
。
1
自
治
体
で
は
主
張
は

通
り
ま
せ
ん
。
福
島
県
と
し
て
ま
と

ま
っ
て
意
見
を
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
と
強
く
思
い
ま
す
。

◆
避
難
指
示
解
除
に
つ
い
て

避
難
指
示
解
除
が
迫
っ
て
き
て
い

ま
す
。
今
、
帰
れ
る
場
所
な
の
か
。

除
染
作
業
が
遅
れ
、
仮
置
き
場
に
置

か
れ
た
ま
ま
の
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
の

山
を
見
る
に
つ
け
、
不
安
に
な
り
ま

す
。
い
つ
か
は
帰
り
た
い
と
い
う
思

い
は
あ
っ
て
も
、
ま
だ
安
心
し
て
帰

れ
る
場
所
は
な
い
の
で
は
、
と
感
じ

て
し
ま
い
ま
す
。
国
や
福
島
県
、
浪

江
町
と
い
っ
た
行
政
は
、
何
を
根
拠

に
し
て
避
難
指
示
を
解
除
し
よ
う
と

思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

◆
会
の
役
割
が
広
が
る

震
災
か
ら
５
年
を
過
ぎ
、
地
域
で

の
出
番
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
昨
年

12
月
に
は
、
田
舎
で
や
っ
て
い
た
餅

つ
き
の
経
験
を
活
か
し
て
、
東
京
近

郊
の
団
体
と
一
緒
に
「
餅
つ
き
大

会
」
を
開
催
。
4
0
0
名
も
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
手
作
り
品

を
販
売
し
、
大
島
や
熊
本
と
い
っ
た

被
災
地
に
恩
返
し
の
意
味
を
込
め
、

寄
付
も
行
い
ま
し
た
。

新
し
い
住
ま
い
を
関
東
近
県
に
求

め
る
人
た
ち
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

転
居
し
た
先
で
は
、
ま
た
新
た
な
関

係
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

『
サ
ロ
ン
Ｆ
Ｍ
Ｉ
会
』
の
メ
ン
バ
ー

の
転
居
先
の
支
援
団
体
と
共
同
で
企

画
を
実
施
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
先
日
も
、
神
奈
川
の
「
歩
む

会
」
と
の
共
催
で
、
バ
ス
ハ
イ
ク
を

実
施
し
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
だ
け
で
は

参
加
者
は
集
ま
り
ま
せ
ん
。「
一
緒
に

行
こ
う
」
と
い
う
声
か
け
が
あ
れ
ば

安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。『
サ
ロ
ン

Ｆ
Ｍ
Ｉ
会
』
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活

き
る
の
で
す
。

◆
本
音
の
話
が
し
た
い

私
は
、
町
田
市
に
中
古
の
一
戸
建

て
（
仮
住
ま
い
）
を
求
め
ま
し
た
。

中
古
で
も
庭
の
あ
る
家
に
住
み
た
か
っ

た
の
で
す
。
今
で
は
、
会
の
役
員
会

も
自
宅
で
行
っ
て
い
ま
す
。
浪
江
に

い
た
頃
は
、
近
所
づ
き
あ
い
、
親
戚

づ
き
あ
い
が
盛
ん
で
し
た
か
ら
、
人

づ
き
あ
い
は
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。
会

を
運
営
す
る
中
で
、
復
興
に
関
し
て

の
情
報
も
た
く
さ
ん
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
ど
う
し
て
も
、
表
に

出
る
話
は
真
実
味
に
欠
け
ま
す
。
も
っ

と
本
音
の
話
を
聞
き
た
い
。
そ
う
す

れ
ば
、
み
ん
な
の
復
興
に
向
か
う
気

持
ち
が
一
つ
に
な
る
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
浪
江
に
で
き
る
「
道
の
駅
」

は
情
報
基
地
と
し
て
の
役
割
も
担
う

と
聞
き
ま
す
。
交
流
の
場
、
意
見
交

換
で
き
る
場
と
し
て
期
待
し
て
い
ま

す
。

東京都

▲優しい笑顔の木幡四郎さん・美智代さんご夫婦
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震災前は、浪江駅前の権現堂で理容店を営んでいた
小川さん。今年６月に、福島市佐倉下に新築した自宅
兼店舗に引っ越されました。
現在は、理容店を夫婦で営み、家族6人で新しい生
活を始めておられます。

小川　昌幸さん（権現堂）
取材者：地域社会デザイン・ラボ　遠藤
取材日：９月１日

なみえの皆さんと近況を語り合いたい！

◆
仮
設
住
宅
の
理
容
店
に
通
っ
て
4

年
半

理
容
店
は
私
の
代
か
ら
は
じ
め
ま

し
た
。
お
客
様
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
で
す
が
特
に
中
学
生
か

ら
青
年
の
年
代
の
方
た
ち
が
多
か
っ
た

で
す
ね
。
工
夫
し
て
い
た
の
は
待
ち
合

い
ス
ペ
ー
ス
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
よ

う
に
配
置
し
、
い
ろ
ん
な
種
類
の
飲
み

物
を
置
い
て
い
ま
し
た
。

震
災
直
後
は
、
赤
宇
木
、
会
津
若

松
、
そ
し
て
妻
の
実
家
が
あ
る
秋
田

へ
と
避
難
し
、
2
0
1
1
年
４
月
に

福
島
市
に
あ
る
雇
用
促
進
住
宅
に
入

居
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
入
居

当
初
は
、
同
じ
よ
う
に
避
難
し
て
い

る
浪
江
の
皆
さ
ん
が
「
私
の
頭
を
さ
っ

ぱ
り
し
て
く
れ
」
と
自
宅
を
訪
問
し

て
く
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
理
容
道

具
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
湯
沸
し
温

水
器
の
お
湯
を
使
っ
て
台
所
で
散
髪

を
し
た
こ
と
も
。
そ
の
後
、
2
0
1
1

年
11
月
に
は
福
島
市
飯
坂
町
に
あ
る

北
幹
線
第
一
仮
設
住
宅
の
理
容
室
で

営
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
７
月
か
ら
福
島
市
佐
倉
下
の

新
店
舗
で
営
業
を
始
め
ま
し
た
が
、

今
も
週
２
回
は
仮
設
に
通
っ
て
い
ま

す
。
浪
江
の
み
な
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
ら
ね
。

◆
同
級
生
と
の
交
流
が
励
み
に

私
は
、
浪
江
中
学
校
の
同
級
生
た

ち
と
「
羊
猿
会
」
を
結
成
し
、
時
々

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
名
前
の
通
り
、

昭
和
42
年
と
43
年
生
ま
れ
の
同
級
生

た
ち
で
す
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
約

20
人
。
不
思
議
な
も
の
で
、
お
互
い

大
人
に
な
っ
て
か
ら
平
成
7
年
頃
に

結
成
。
は
じ
め
は
飲
み
会
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
規
約
も
つ
く
り
、
会
費

も
集
め
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
飲
み

会
や
宿
泊
の
企
画
の
際
に
は
、
近
況

を
語
り
合
っ
た
り
、
出
来
事
を
報
告

し
た
り
。
昨
年
は
日
光
に
出
か
け
、

今
年
は
平
泉
に
行
く
予
定
で
す
。
こ

れ
が
楽
し
み
で
も
あ
り
、
ほ
っ
と
で
き

る
大
切
な
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在

の
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
時
も

祝
っ
て
く
れ
て
、
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

◆
今
後
へ
の
不
安

雇
用
促
進
住
宅
に
住
み
、
仮

設
に
通
っ
て
５
年
が
過
ぎ
、

あ
っ
と
い
う
ま
の
時
間
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
浪
江
の
家
の

こ
と
を
考
え
る
と
不
安
で
す
。

浪
江
に
は
、
自
宅
と
店
舗
、
そ

し
て
実
家
が
あ
り
ま
す
。「
避
難

指
示
が
解
除
さ
れ
戻
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
時
ど
う
す
る
か
」
は

考
え
て
も
な
か
な
か
答
え
が
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。
も
し
浪
江
で

営
業
し
た
と
し
て
、
お
客
様
が
来
て

く
れ
る
の
か
ど
う
か
も
想
像
が
で
き

ま
せ
ん
。
今
は
、
現
在
の
こ
の
店
を

妻
と
一
緒
に
精
一
杯
や
っ
て
い
く
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
み
ん
な
と
近
況
を
語
り
合
い
た
い

現
在
「
髪
鉄
」
に
お
越
し
く
だ
っ

て
い
る
方
の
90
パ
ー
セ
ン
ト
は
浪
江

の
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
方
ば
か
り
。

福
島
、
郡
山
、
い
わ
き
、
茨
城
、
南

相
馬
な
ど
か
ら
時
間
を
か
け
て
来
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
前
回
の
来
店
時
に

話
し
た
内
容
の
続
き
を
聞
く
の
が
楽

し
み
で
す
。「
旅
行
は
ど
う
だ
っ
た
？
」

「
あ
の
悩
み
は
そ
の
後
ど
う
？
」
な
ん

て
ね
。
私
た
ち
夫
婦
の
特
徴
は
「
普

通
」
な
こ
と
。
冗
談
を
言
っ
た
り
、

ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
た
り
、笑
い
合
っ
た

り
。
そ
ん
な
何
気
な
く
近
況
を
話
し

合
え
る
こ
と
が
楽
し
み
で
あ
り
幸
せ

で
す
。
浪
江
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
来

店
い
た
だ
き
近
況
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

福島県

BARBAR 髪鉄
福島市佐倉下字上谷地8－1
　 080（5225）1288

福島西インターから車で約５分
できればご予約してご来店ください

よ
う
え
ん
か
い
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公務員を目指し、仙台で大学生活を送っている山田さん。
自らの希望で、インターン先を浪江町役場に選びました。
意欲的に将来へ向けて動いている山田さんに、これからの
抱負と浪江町への想いを伺いました。

山田　拓樹さん（牛渡）
取材者：浪江町役場　佐々木・鴫原
取材日：８月24日

離れていても、浪江町は故郷

◆
卒
業
式
当
日
に

震
災

大
震
災
が
起
き

た
の
は
、
中
学
卒

業
の
報
告
を
し
に

母
と
兄
と
の
3
人

で
南
相
馬
に
住
む

祖
母
の
と
こ
ろ
へ

行
っ
た
帰
り
の
こ

と
で
し
た
。
家
族

は
全
員
無
事
で
し

た
が
、
浪
江
の
自

宅
の
1
階
が
潰
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

着
の
身
着
の
ま
ま
祖
母
の
家
に
避
難
。

そ
の
後
、
桑
折
町
の
親
せ
き
宅
、
二

本
松
市
の
ア
パ
ー
ト
、
福
島
市
の
ア

パ
ー
ト
と
避
難
先
を
変
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
学
入
学
を
機
に
仙
台
で

ひ
と
り
暮
ら
し
を
始
め
ま
し
た
。

◆
公
務
員
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
ま

す大
学
生
活
で
は
、
中
学
・
高
校
と

続
け
て
い
た
テ
ニ
ス
の
サ
ー
ク
ル
に

入
り
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
大
学
で
の
友
達
も
で
き
て
、

一
人
暮
ら
し
な
ら
で
は
の
楽
し
さ
を

満
喫
し
て
い
ま
す
。
身
の
回
り
の
こ

と
は
自
分
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い

の
で
、
大
変
で
す
が
。

現
在
、
公
務
員
を
目
指
し
勉
強
し

て
い
ま
す
。
親
の
勧
め
も
あ
り
中
学

生
の
頃
か
ら
公
務
員
に
な
ろ
う
と
決

め
て
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
先
と
し
て
浪
江
町
役

場
を
選
ん
だ
理
由
は
、
全
町
避
難
と

い
う
特
殊
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

自
分
に
と
っ
て
と
て
も
身
近
な
存
在

で
、
公
務
員
と
い
う
職
業
に
つ
い
て

の
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
持
て
る
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

今
日
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
３
日

目
に
な
り
ま
す
。
県
外
に
い
る
と
情

報
が
な
か
な
か
入
っ
て
こ
な
い
の
で

す
が
、
実
際
に
町
内
を
見
て
回
る
と

思
っ
て
い
た
以
上
に
町
が
復
興
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
働
い
て

い
る
職
員
さ
ん
の
様
子
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
て
と
て
も
充
実
し
て
い
ま

す
。浪

江
町
内
の
様
子
や
役
場
本
庁
舎

で
の
業
務
再
開
の
様
子
も
見
学
で
き

ま
し
た
し
、
仮
設
住
宅
を
訪
問
し
て

町
民
の
方
と
触
れ
合
う
経
験
も
で
き

ま
し
た
。
こ
の
１
週
間
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
間
に
経
験
し
た
こ
と
を

忘
れ
ず
に
、
将
来
へ
つ
な
げ
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
思
い
出
を
胸
に
将
来
へ

浪
江
で
の
い
ち
ば
ん
の
思
い
出
は
、

中
学
校
時
代
の
３
年
間
で
す
ね
。
学

校
生
活
や
友
達
と
の
思
い
出
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
十
日
市
は
と
て
も

楽
し
み
で
し
た
。

震
災
後
は
、
放
射
線
だ
け
で
な
く

生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と

へ
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、

高
校
へ
入
学
す
る
ま
で
の
２
か
月
間

は
不
安
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
そ
の

頃
、
友
達
と
の
や
り
と
り
の
中
で
、

浪
江
東
中
学
校
の
卒
業
生
が
多
数
、

福
島
西
高
へ
入
学
す
る
と
聞
い
て
福

島
西
高
へ
の
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

高
校
で
は
勉
強
・
部
活
に
の
び
の
び

と
取
り
組
め
て
新
し
い
友
達
も
で
き

ま
し
た
。
浪
江
の
友
達
と
は
離
れ
離

れ
に
な
っ
て
な
か
な
か
会
え
な
い
で

す
が
、
や
り
と
り
は
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

浪
江
に
行
く
の
は
お
墓
参
り
の
と

き
く
ら
い
で
、
今
の
と
こ
ろ
浪
江
に

戻
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
は
夢
の
実
現
へ
向
け
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
離
れ
て
生
活
し
て
い
て
も
浪

江
町
は
故
郷
で
す
。
た
と
え
以
前
と

同
じ
浪
江
町
の
姿
で
は
な
く
て
も
、

こ
の
思
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

宮城県

▲今年成人式を迎えたフレッシュな笑顔
の山田さん
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ホームページやフェイスブックは、
携帯からもご覧いただけます。
ＱＲコードをご利用ください。
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